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 大阪地方最低賃金審議会は、８月３日、大阪労働局長に対し、「時間額を７８６円に引き上げること

（７円の引上げ）が適当である」という答申を行いました。予定では、４日の審議会総会で答申でした

が、８月３日の地域専門部会で、公益・労働・使用者各委員全員の意見が一致し、答申となりました。 

 中央最低賃金審議会は、７月２７日、Ａランクが４円、ＢＣＤ各ランクが１円の目安答申を行い、生

活保護との乖離が生じた９都道府県について、東京、広島、京都については、今期での乖離解消を求め

ましたが、６道府県（北海道、宮城、埼玉、神奈川、大阪、兵庫）について、今年度での乖離解消を先

送りして、乖離の縮小にとどめました。大阪では４円引き上げの目安が出されていました。 

 中央最低賃金審議会の目安４円答申を突破して、大阪地方最低賃金審議会が、今年、一挙に生活保護

との乖離解消を行ったことは大いに評価ができます。これは、宮武事務局長の意見陳述、大阪労連と青

年部の最賃体験の資料提出、個人署名９６５１筆、団体署名２８０筆、意見書２８０筆の各提出、７月

２７日の終日の座り込み行動などを行った、私たちの運動の一定の成果です。 

 しかし、答申額７８６円で、生活はできません。大阪労連は「生活保護との整合性のとれた水準とし

て、月額１７４，６２８円、時間額１，１６４円」という大阪労連意見を審議会に提出しています。 

 日弁連は７月２８日、「震災後のナショナルミニマムを考える～あるべき最低賃金・生活保護基準と

は～」という院内集会を開き、生活保護基準のあり方として、一般「低所得」世帯ではなく、一般世帯

との比較を行うべきで、消費支出額だけに着目するのではなく、「健康で文化的な最低限度の生活」を

保障する観点から、多角的に検討すべきであること、生活保護基準に合わせる形で最低賃金の整合性を

図れば、最低賃金の地域格差が拡大することなどの問題点を指摘しています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７・２８中央行動   銀座パレード出発前 

（最賃ひと言メッセージを持ってパレード参加） 

 

 大阪府最低賃金審議会は８月３日付けで「当

該最低賃金の改正決定に異議のあるものは、…

…８月１８日までに大阪労働局長あて、異議の

内容及び理由を記載した異議申出書を提出され

たい」という公示を出しました。 

   大阪労連異議申出書提出行動 

○ 日時 ８月１８日（木） １５時４５分集合 

         １６時～提出行動 

○ 場所 大阪合同庁舎２号館ロビー 

    


